
No.1

情をもてない生徒や特別な支援

な取組が求められる。

　の一層の充実

　 魅力を伝え、効率的・効果的な広報活動を展開する。

○学校改善に向け、生徒・保護者・教職員及び法人関係者が一体となった取組を展開する。

○「理事長・高校協議会」を復活させ、学校改善へとつなげていく。

3　学校改善のための学校評価

に加えてより一層組織的・計画的　

が必要な生徒も在籍していること

から、学校全体としての共通理解

○学校関係者評価委員及び第三者評価委員の再任によって学校評価に系統性をもたせる。

○各種校務・事務の効率化、見直し、改善により、「働き方改革」を推進する。 　

令和２年度　奈良大学附属高等学校　　学校評価総括表

　　・凡事徹底を図り、規範意識の向上に努める。

　　・感染症対策など、危機回避能力を身につける。

　　・いじめを許さない気風を醸成する。

　教員はそれぞれの力量を発揮し

　ただ、成功体験に乏しく自尊感

づいた行動をとることができる。

る生徒像」）を共有することにより

て教育実践に勤しんでいる。

　発信の充実　　

　（3）健全な精神と健康を養う
　　　教育（体育）の推進

2　外部との連携強化及び情報　　　

を充足している。 ○基本的生活習慣を確立させる　

◆課題

B

総合評価

１  学校経営目標の実現

　　・食事、運動、睡眠などの基本的生活習慣を重視する。

　　・敬意と親愛と感謝をこめた明るい挨拶を心がける。

○コロナ禍において、従来の入試広報の手法に制約があることから、ホームページ等を通して、学校行事や

学校運営方針
　学園創立１００周年に向け、高大接続を中心に据え、安定と存続を念頭におきながら一人ひとりを大切にした確か
な教育を実践する学校をめざすとともに、『学校経営グランドデザイン』を基盤にし、『FURTHER CHALLENGE』を合言
葉として、「求める生徒像」を共有しながら組織の一員としての自覚と責任と誇りをもって教育活動を推進する。

昨年度までの成果と課題 具　　体　　的　　目　　標

○自律自誓の精神を涵養する

　　・自己の言動への責任を自覚させる。

　これまで本校では、『建学の精

年　度　重　点　目　標

神』を体するとともに不易と流行を

　（1）豊かな人間性を養う教育
　　　（徳育）の推進

心得、充実した施設設備を最大

◆成果

限に活用して、特進、文理、標準

それぞれのコースの特徴を生かし

　　・自己を律し、課題を解決する習慣と努力を促す。

    ・自らを省みる時間を大切にすることで、自律自誓の精神を養う。

　学校としてめざす方向性（「めざ

す学校像」「めざす教師像」「求め

「組織」としての協働意識も定着し

ている。

○総合的な人間力を育成する

　生徒は真面目で規範意識に基

　　・部活動や体育の授業だけではなく、自らの生活の中に体力向上をめざした運動の習慣を確立させる。

　　・式典時の校歌斉唱や部活動応援などをとおして学校への帰属意識や愛校心を培うとともに、奈良大学

　 活動成果の積極的な情報発信に努めるとともに、中学生やその保護者、ひいては広く県民に対し本校の

      附属高校生としての誇りと自覚を高める。

○「地域と共にある学校づくり」を推進し、地域行事への参加や諸機関・施設との連携を強化する。

○生徒と授業を大切にする

　  ・人権尊重の精神と生命への畏敬の念を深める。

　　・自分だけでなく他者をも思いやり尊重する態度と他者と協調する態度を身につけさせる。

　　・キャリア教育や社会貢献活動等をとおして社会の一員であることを自覚させ、自尊感情を高める。

盛んな学校」、「基本的生活習慣 　　・授業で勝負する姿勢を堅持し、生徒一人ひとりと向き合う。

（2）確かな学力を養う教育
　　　（知育）の推進

動が奏功し、少子化傾向が進行

する中にあっても毎年、募集定員 

る学校」、「部活動や国際交流が

が身についた生徒が多い学校」と 　　・授業研究と創意工夫により生徒の心に火をつけるような授業をめざす。

いうイメージの定着と各種広報活 　　・新学習指導要領の実施を控え、カリキュラム・マネジメントに努める。

　　・主体的・対話的で深い学びやICT活用などの授業研究に取り組む。

　　・学校評価を意識して学びの質を重視した授業改善を図る。

生徒の実態も見据えながら創造

的で独創的な取組を重ねてきた。

　「生徒一人ひとりを大切にしてい



No2

部　名 成果と課題

C

B

C

B

A

教務部

【項目ごとの評価】学校自己評価　　A : 達成できている　　B : 概ね達成できている　　C : 少し課題を残している　　D : 課題を残している

評価項目 具体的目標 評価具体的方策（評価の指標）

②授業やホームルーム活動でのＩＣＴ活用を促進する。

③『シラバス』を発行する。

総務部

山陵祭の運営
（文化祭・体育祭）

生徒が活躍することができる環境を
設営する。

生徒会指導部・保健体育部・生徒指導部をはじめとする各部と連
携し、準備や片づけを効果的に行う。生徒の安全確保を最優先し、
適切なサポートを行う。

学校評価の実施
学校関係者評価及び第三者評価
の充実。

学校評価制度の円滑な運営に努める。

授業改善と教員
の資質向上

①公開授業の積極的実施を促す。
　カリキュラムマネジメントを見据
え、本校教員の資質向上ならび
に授業改善を図る。

　新学習指導要領に基づく本校
の教育課程の変更に向けた準
備を行う。

校内美化への取り組みを引き続きおこ
ない、校内美化意識を高めると共に、
各室の経年による劣化の著しい箇所
や、改善を要する部分についいて調査
し、補修に取り組んでいきたい。

③総合的な探究の時間を計画・実施する。（第１・２学年）

B

②『教務部年間実務表』にもとづき、教務業務をスムーズに
計画・実施する。

授業実施の方法等、コロナ関連に関す
る連絡事項が多い中、円滑な情報共
有を心掛けた。

B

B

B

B

文化祭では、生徒会指導部と共に、準
備や片付けを適切におこなった。体育
祭はコロナウイルス感染症拡大防止の
ため実施しなかった。

②県が主催する学習指導要領に係わる研修や各教科・科目
の研究団体主催の研究会には積極的に参加する。

B
急な行事変更が数多くあったが、おお
むね当初の予定通り実施できた。

休日には、外部の模擬試験会場に設定されることも多いため、日頃
から校舎を大切に使用することを指導し、校内美化への意識を高め
る。また、週に一回程度、ホームルーム教室以外の場所の清掃を
担任と学年係が連携して組織的に行うことで、校内美化の徹底を
図る。
可燃物・不燃物・ペットボトル用のごみ箱、傘立て、本棚、ほうき・ち
り取りをはじめとする清掃用具を適切に使用するように指導する。備
品等の整備の徹底。「校内美化」を意識し、教室整頓の確認する。

校外における集団活動を通して、生徒による自主的・実践的な取
組みがおこなわれるよう、十分な生徒理解に基づき当該学年ととも
に旅行会社と調整を行う。研修旅行での経験を通して、より発展的
な教育活動を展開していけるよう、生徒・保護者とも連携を十分に
図り、サポートする。

B

第三者からの率直な御意見・指導を受
けとめ、改善したい。

A

C
B

C

B

B

令和2年度の研修旅行については、コ
ロナウイス感染症拡大防止のため実施
しなかった。

コロナ禍にあって、総合的な学習や探
求、各種研修等が中止、延期になり、
当初の予定通りの行事が実施されない
中、できる限りの教務的行事を遂行し
た。来年度からの新カリキュラムへの実
施に向けては下準備ができた。

シラバスの発行を紙ベースからpdfデー
タによる配布に変更し、学校ホーム
ページでの掲載を通じて一般への公開
を行った。ICT教育推進については依
然課題が多いと感じる。

学校業務の円滑化

令和２年度の防災訓練については、コ
ロナウイルス感染症拡大防止のため、
実施しなかった。

B

A

校内美化への取組 校内美化の徹底

普通教室の整備・整
頓

すべての普通教室を、同じ環境に
整える。

防災への取組

奈良県のシェイクアウト行動と連動して防災訓練を行う。
防災設備を確認する。災害時における行動についての知識を深
め、適切な行動がとれるようサポートする。災害発生時、第２次避
難所になることを強く意識し、準備をする。

研修旅行の円滑な運
営

集団生活の在り方や公衆道徳など
について望ましい体験を積むこと。

①各部・各学年・各コースとの連携を図る。（会議や研修等
による情報共有）

防災意識の向上を図る。

B

B B

C

　授業、学校行事、その他の教
育活動が円滑に実施されるた
めの調整・支援を行うとともに、
改善に向けた点検も怠らず行
う。

教育課程再編

に関する取組

C

①各学期ごとにカリキュラム委員会を開催する。



No3

部　名 成果と課題

B

C

B

人権感覚の醸成

職員研修

定期啓発文書は年３回発行できたが、
さらに情報発信する必要がある。人権
研究部員の確保をしなければならな
い。

人権研究部の活動を促進し、啓発文書を年3回発行する。 C

【項目ごとの評価】学校自己評価　　A : 達成できている　　B : 概ね達成できている　　C : 少し課題を残している　　D : 課題を残している

生徒の自主活動を支援し、保
護者への啓発を図る。

D

①警察や地域の連絡会、青少年協議会等との連携を深め、情報
共有することで生徒の生活安全を確保する。

教育相談体制
の充実

人権啓発 C

生徒指導部

C

③交通ルールの遵守、通学路や電車内、駅等でのマナーの向上に
ついて意識させる。

C

遅刻は前年度比29％減となっ
て大幅な改善が見られ、時間
管理に関する意識は高まった。
しかし、それ以外の部分はまだ
まだ改善の余地があり、場合に
よっては規範意識の低さからト
ラブルが起こることも多かったこ
とから、生徒だけでなく指導にあ
たる教員の意識改革とさらなる
取り組みの工夫が必要と思わ
れる。次年度はそれが課題で
ある。

評価

避難訓練は感染症拡大防止の観点か
ら例年のような形で実施できなかった
が、自転車通学者に対する安全講習
の実施と保険加入義務の徹底、警察と
の連携による薬物乱用防止の講演会
を実施できた。次年度も工夫して外部
機関との連携を強化し、実施したい。

十分な研修の機会を設定できず、教員
の自己研鑽に頼る結果になってしまっ
た。次年度は計画的に行いたい。

B

C

B

B

教育相談連絡会を定期的に開催し、担任、コース長、学年主任、
養護教諭、教育相談担当者、カウンセラー等との連携強化と情報
共有を行う。

C

B

②各種奨学金の紹介、受付及び指導を行う。

C

②自転車通学者には安全講習の受講と保険加入を義務とし、全校
生徒には警察署の協力のもと交通安全指導を実施する。

③避難訓練など、平素から防災・減災意識を高めさせる。

C

B

B

B

C

さらに進路指導部と連携する必要があ
る。

D

人権教育部

安心・安全な
学校作りへの

取組

３つの領域での学校安全を確
保する。
①生活安全
②交通安全
③災害安全

　教員の全体研修を年1回は実施し、高人教、私学人推協
主催の各種研修会にも積極的に参加する。

生命の尊重、人権の尊重を本
校教育の中核に据え、教職員
が豊かな人権感覚を身につけ
る。

生指協で得た情報の伝達も含め、学期ごとに研修を実施し、各教
員のスキルアップにつなげる。

④ＴＰＯに合わせた言葉遣いができること、気持ちよく挨拶ができる
ことを目標に、コミュニケーション力を養わせる。

②登校指導・遅刻指導を通して時間管理の習慣を意識させ、年間
遅刻回数を前年度比10％減少させる。

⑤清掃活動を通して校舎内・通学路を美しく保つ意識を高めさせ
る。

不登校傾向のある生徒および
配慮を要する生徒に関する情
報収集と対応協議

６つの観点からの指導を実施す
る。
①服装・頭髪に関する指導
②時間に関する指導
③登下校に関する指導
④挨拶・言葉遣いに関する指導
⑤環境美化に関する指導
⑥携帯電話・ネットリテラシーに
関する指導

評価項目 具体的目標 具体的方策（評価の指標）

基本的
生活習慣
の確立と
凡事徹底

①月に一度の指導日を有効活用し、基本は毎日・毎時間の指導の
積み重ねを通した「見た目指導」を全員で実践する。

B

教育相談連絡会を定期的に開催し、カ
ウンセラーとの連携を深め、助言を指
導に生かせることができた。

コロナ禍で校外研修は中止になるもの
が多かったが、「性の多様性」について
の校内研修を2回実施することができ
た。

「新型コロナウイルスについてのHR」及
び「多様な性を考えるHR」を全校で実
施し、テーマに関する理解が深まった。
一斉HRに関しては、私学人推協公開
HRを見据えた実施が望まれる。

B

B

⑥校内での利用ルールを守らせると同時に、HR活動を通してSNSと
の正しい付き合い方を身につけさせる。

①受験・就職選考にかかわって不適切な事象に対応する。

②校内一斉の人権ホームルームを年2回、組織的・計画的
に実施する。人権作文の課題だけではなく、様々な教育活動
をとおして人権尊重の意識を醸成する。

①人権教育講演等の行事を年1回は実施する。

A

B

B

個々の教員の生徒指導力向上
のための研修を実施する。

進路保障への
取組

ホームルーム指導等をとおして
生徒の人権意識を高める。

人権意識の向上

進路指導部と連携し、進路保
障への取組を推進する。



No4
部　名 成果と課題

A

C

C C

A
B

B

B

全ての教育活動を「キャリア教育」につなげていく。
各部、各学年、各コース別の「キャリア教育年間指導計画」
を作成してもらい、進行管理を行う。

体操服のリニューアルについての調査
と関係者への対応にとどまっている。

評価

B
B

基本的生活習慣については２学期以
降からの改善を必要とする。次年度は
更なる向上を図る。

様々な案がでるが、簡単にいかないも
のなので、何度も話をしていきたい。コロ
ナ禍の中で、体育的行事についても、
工夫と改善をしていくことができた。

他競技との連携もよく行えていた。ま
た、体育部総会はコロナ禍のため開催
できなかった。

B

B B

計画通りに、また担当教員によって工
夫して実施できた。

　健全な精神と健康を養う教育
を推進する。

　基本的生活習慣を確立させる指導を徹底し、ルールやマ
ナー、時間を守るなど、規範意識の向上に努める。
　他の部署とも連携し、健康保持・危機回避能力を身につけ
させる。保健の授業においても、「感染症」「生命の大切さ」に
ついての授業を特に重きをおいて指導する。

移転後２０数年が経ち体育施設の老朽化が目立つ。施設の
改修とともに将来的には体育教官室の新設を計画し、機能
の強化を図りたい。また、体育的行事についても、時代とニー
ズ、学習指導要領を踏まえた改善を図る。

　生徒へのアンケートや教員へのヒアリング、また、県内外を
問わず他校の実態をリサーチし、関係業者とも協議する。

具体的方策（評価の指標）

新入試の情報収集と共有ができた。

B

②校内・校外模試・小論文講習・英検対策講習・TOEIC対策
講座を企画立案し実施する。

B

具体的目標

　奈良大学との連携を強化し奈
良大学の魅力を発信する。
(奈良大学合格目標：６０名）

計画的・系統的な
進路指導の推進

B

B

BB

C

C

【項目ごとの評価】学校自己評価　　A : 達成できている　　B : 概ね達成できている　　C : 少し課題を残している　　D : 課題を残している

進路指導部 キャリア教育の推
進

　ペーパー資料だけでなく、ICT
を活用した情報発信に努める。

Classiを有効利用する。
新入生に発行する「進路のてびき」の充実を図る。

ZOOMを利用した進路相談会の実施、施設の共有及び特別
進学制度の改善に向け、大学と協議を重ねる。

進路情報の
迅速な発信

　『キャリア教育計画表』を策定
する。

コロナ禍で実習・実験やグループワーク
の実施が困難であった。次年度は、工
夫をして、より学力の３要素を意識した
指導を実施したい。

ZOOMを活用した進路相談会を実施す
ることが出来た。次年度は、奈良大学
ガイダンスを実施したい。

保健体育部

保健教育の充実

　体育施設の改修と行事の見
直しを行う。

　新型コロナへの感染対策を十分に行いつつ、毎時の授業の
中に体つくり運動を取り入れ、継続的に行っていく。

評価項目

体育教育の充実

③生徒の志望に応じた個別講習(個別指導)を実施する。

④進路説明会・進学ガイダンスを計画・実施する。
模試分析会を実施して指導に活かす。

Ｃｌａｓｓｉを活用して、迅速に新入試に関
する情報発信が出来た。また、「進路
のてびき」の改善がはかれた。

B

C

計画通りに全ての行事を実施すること
は、困難であった。しかし、工夫をして
教育活動を行うことで、キャリア教育に
繋げることが出来た。

C

B

　部活動において積極的な指導を行い、競技力の向上と人
間力向上に努める。また、他競技、他教員とのコミュニケー
ションを密にし、体育部活動総会を行う。

学びの質を重視した授業改善を図る。
「探究活動」を積極的に導入する。

①受験対策としての放課後の講習及び高3進学講習を継続
して実施する。

　体系的な進路指導を推進す
るとともに、大阪電気通信大学
との連携強化を図る。
（合格目標　　　国公立：8名
　関関同立産近甲龍：80名）
eポートフォリオの啓発・指導に
努める。

　体操服のリニューアルを計画
する。

部活動の充実

大学入試改革へ
の対応

奈良大学との連携

　部活動の活性化を図る。

　「感染予防」と「体力維持」の
バランスを図る。

学力の３要素を
意識した指導

　「知識・技能」「思考力・判断
力・表現力」等、学力の３要素
を意識した指導に努める。

様々な機会をとらえて入試情報を収集し、職員会議やOJTを
とおして周知し、Classi を利用して共有を図る。

　入試情報の収集と周知に努
める。

１学期は計画通りに進めることが出来
なかったが、ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ方式で、進路説
明会や小論文講習を実施した。夏から
は、ほぼ計画通りに模試・講習・分析
会・ガイダンスなども実施することが出
来た。合格目標には達しなかったが、
国公立２名、関関同立７８（延べ数）と
健闘した。次年度も実力をつけて一般
選抜まで挑戦させたい。
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部　名 成果と課題

A

A

A

　レファレンスに力を入れ、総合
学習・探究や授業の中で、蔵書
を活用していく。

具体的方策（評価の指標）

B

B

C

C

⑦閉館時でも借りた本が返却できるように、図書館前に「返
却ポスト」を設置する。

⑥生徒に読みたい本をリクエストさせ、本を購入する際の参
考とする。

A

C

C

⑤読解力の向上と読書活動推進のために読後のポップ作成
やレポート作成を促し、その作品を図書館に掲示し、学校長
表彰の対象とする。

B

A

①利用者が求める資料を確実に検索・提供できる準備を行
う。

②探究活動の一助となるような資料本の提示を行う。

①国語科と連携し、「国語総合」の時間に新入生を対象とし
たオリエンテーションを実施する。図書館利用、読書の効用
等について指導する。

評価

A

コロナウイルスの蔓延により、残
念ながら留学生を送ったり受け
取ったりすることができませんで
したが、代わりにオンライン交換
プログラムが確立されました。こ
れらのプログラムにより、生徒は
文化的意識の教育を継続する
ことができ、非常に成功したこと
がわかりました。

B
B

B

【項目ごとの評価】学校自己評価　　A : 達成できている　　B : 概ね達成できている　　C : 少し課題を残している　　D : 課題を残している

B

③秋の読書週間には、図書委員に「読書啓発ポスター」を作
成させ、各クラスに掲示する。

A
総合的な探究の時間や国語の
授業等で、図書館を有効活用
することができた。

B

②オーストラリア以外の訪問団の受け入れも積極的に行う。

国際交流部

④姉妹校の交換プログラムを改善する方法を検討する。 ま
ず、プログラムへの関心をさらに高めた後、ディクソンカレッジ
の担当者と詳細を話し合う。

国際交流の推進

現在の国際交流活動を継続す
るとともに、より活性化させてい
く。外国との相互理解や友好親
善に寄与する意識を持ち、自国
についての理解を深め、多様な
活動経験や知識を拡げ、国際
的リーダーとして成長できる人
材の育成をめざす。

図書館の活用と
読書啓発

④夏期休業中の課題として読書感想文を課し、優秀作品は
コンクールに出品するとともに学校長表彰の対象とする。

①オーストラリア校の受け入れを継続し、説明会を開いて、バ
ティ生徒へのサポートを強める。

評価項目 具体的目標

⑤修学旅行が延期されたため、コース長、または2年学年主
任への追加サポートを提供する。

③奈良ロータリークラブとの関係をさらに充実させ、交換留学
制度を継続させる。

文化図書部

　読解力・思考力を養うために
も、読書活動を啓発する。

②図書だよりを毎月発行し、読書活動を啓発する。図書委員
にはお勧めの本の原稿を書かせる。

コロナ禍により、委員会が開け
ず、図書委員による活動がほと
んどできなかった。来年度は生
徒たちと共に図書館運営がで
きるよう工夫していきたい。

今年度滞っていた「図書館だよ
り」の発行も定期的に行ってい
きたい。

臨時休館時や開館時間外にも
対応できる「返却ポスト」の設置
は、非常に有効であった。
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部　名 成果と課題

入試・広報部
入試関連行事

の運営

学校見学会の受入を積極的に対
応する。

入試業務の効率化 インターネット出願の継続実施

県内の各中学校に学校見学会の案内を送付する。
（来場団体目標：10団体）

昨年度より導入されたインターネット出願について、より効果
的に実施することにより入試に関する事務作業の効率化をは
かる。

C

情勢を鑑みながら、行事や部活動
への積極的参加を促す。

①山陵祭（文化の部・体育の部）などを通じて、生徒自身が主体的
に学校行事や生徒会活動に取 り組む場面を作り、連帯感や自己
有用感を高めるよう支援を行う。

②各部活動の積極的な取り組みを通して、学校を活気あるものに
する。

委員会活動を活発化させる。
　生徒会役員と各委員会が連携をとりながら、各学期に一回以上
の委員会活動に取り組む。

③地域の社会福祉施設との交流を通して自他を尊重する力を養
う。（年1回以上の実施）

②子ども服を難民キャンプへと送る活動を通して、世界の情勢を考
える機会とする。

①奈良大学附属幼稚園での保育体験活動を通して、自他を尊重
し、主体的に行動する力を養う。(年２回実施の予定であるが、今年
度7月は中止　12月に1回の実施予定）

中学校PTA等
学校見学会の受入

C

評価

①保育体験活動希望者に対して、附属幼稚園澤田
園長先生による教育講演会を開催した。12月も中
止となったが、教員による陶芸指導や生徒会役員に
よる動画作成等で附属幼稚園と交流することができ
た。②生活委員と生徒会役員が中心となり、本校内
で活動を展開した。事前・事後学習を通じて難民
キャンプの子どもたちの生活を知り、「自分たちがいか
に恵まれているのか」ということを感じることができた。
③平城地区クリーングリーンキャンペーン、オープン
スペースＡＹＵＭＩとの交流はすべて中止となったが、
山陵町婦人会からの提案を受けて、生徒会役員に
よる通学路の清掃を行った。

B

B

①山陵祭体育の部は中止となったが、文化の部は
大学講堂での発表を保護者へ配信するなどの工夫
をして、開催することができた。密をさけるための導線
のの確保等の見立てを誤ってしまった。次年度は改
善したい。②可能な範囲で部活動に取り組むことが
できた。全校生徒が同じ条件で部活動に参加できる
制度の必要性を感じた。

C C 各委員会を積極的に開催することができなかった。
次年度は担当者を決めて取り組みたい。

AA

C

D

B

D

C

上述のとおり、新型コロナウイルス感染
症の拡大防止措置の観点から学校見
学会の申し込みもほとんどなかった。

C C

C

C

Ｄ

インターネット出願は２年目にして定着
した感がある。

【項目ごとの評価】学校自己評価　　A : 達成できている　　B : 概ね達成できている　　C : 少し課題を残している　　D : 課題を残している

オープンキャンパス、入試説明会の
計画、実施運営
（OC参加者目標：500名以上、説
明会参加者目標：950名以上）

C

上述のとおり、新型コロナウイルス感染
症の拡大防止措置による各イベントの
規模縮小、内容削減は本校のとくに施
設の充実をアピールする機会を失った
ことになり、大きな損失であったと考えら
れる。次年度はイベント規模の細分化
を図って、学校の施設設備の直接的な
アピールを計画する。

新型コロナウイルス感染症への対応等
から、広報行事の縮小、中学校・塾訪
問の削減等、広報活動にも大きくマイ
ナスの影響が生じた。また、本校の教
育内容のアピール不足といった内的要
因にくわえ県内公立高校の再編といっ
た外的要因もあり、専願受験の割合は
やや上昇したものの、定員充足の目標
は達成できなかった。

中学校ならびに塾への直接訪問のさらなる強化をはじめとする、より
効果的な広報活動を講じる。とくに専願受験者を増やすため、今後
のカリキュラム・マネジメントの面での連携を実践する。
（推薦・専願の受験者の目標：募集定員の３分の２以上）

入学定員の充足
募集定員を確保し、学校の安定し
た運営に資する。
（入学者の目標：280名以上）

C
相談を受ける個々の状況等について丁寧に対応し、受験者数の増
加につなげる。

生徒会指導部

評価項目

体験活動と社会貢献
情勢を鑑みながら、可能な限り保
育体験活動の充実と、社会貢献活
動への積極的な参加を促す。

具体的方策（評価の指標）具体的目標

生徒の主体的活動の
充実

個別相談会の計画、実施運営
（相談参加者目標：100組以上）

各イベントの実施に関する案内、動員要請を中学校、塾に対し徹底
する。
中学校PTAの学校訪問、また個別の対応も可能な限り対応する。
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部　名 成果と課題

B B

一堂に集まっての集会はできな
かったが、映像を通しての学年集
会の中で、キャリア教育を実施でき
た。２学期に実施した「新聞レポー
ト」の作成を通して、社会への興味
関心を広げ、読解・判断・表現力
をつける教育を実施できた。

具体的目標

一人ひとりを大切にした生徒理
解に努める。

具体的方策（評価の指標）

A

機器のトラブルなどは多少あっ
たが、臨機応変に対応し、行事
等を無事行うことができた。
しかし、可動式プロジェクターが
導入されたことにようメンテナン
スの作業が増えた。

B

B

教員と生徒とのコミュニケーショ
ンを通して信頼関係を構築し、
生徒支援を充実させる。

教科指導、学校行事、部活動
等すべての場面で人格形成を
目的とした活動を実践する。

教師自身が目標を持ち、生徒たちのロールモデルとなるよう
に生活する。各種の研修に意欲的に参加し、スキルアップを
図り、自己鍛錬に努め、生徒に還元していく。

Wi-Fi教室における、ＩＣＴ機器を使った授業展開に必要なパ
ソコンの設定、各種機器の準備などを行う。視聴覚教室は多
人数を収容できるため、クラス単位での行事が多く、適宜、パ
ソコン等のＩＣＴ機器の準備を行う。同様に、体育館などにお
いても行事を行う場合にＩＣＴ機器の準備を行う。

学期毎に二者面談を実施する。保護者との連携を密にし、
情報を共有し、両者で生徒を育てていく。また、スクールカウ
ンセラーとも連携し、教育相談の手法を生かして生徒への支
援を行う。教科担当者会議を通じて生徒の理解を周知し、教
員の連携も深める。

公的デジタルファイ
ル（データ）等の
作成・管理・配信

教育・事務関係の職務が滞りな
く迅速に進められるように、デジ
タルファイル（データ）の作成・
管理・配信を行う。また、公的
メールの管理を行う。
インターネットを活用した授業展
開を推進する。

A

・校内一斉人権LHRを実施する。
・デートDV防止講座を実施する。
・人権教育は日常的であることを念頭に日々生徒に接し、授
業やHRを通して、自己を認め、他者を理解させるための機会
を増やす。

A

校務関係のデータにアクセスを用い、教育（成績等）・事務・
入試・進路等の処理・管理を行う。また、公的デジタルファイ
ル（データ）等の作成を行う。
校納金、就学支援金等のお知らせ、気象警報、各月の予
定、その他について、生徒・保護者へ一斉メール配信を行
う。
公的メールの確認・管理・配信を行う。
インターネットを通じて動画の配信や、中継を行うなど、ＩＣＴ
機器をフルに活用する。

B

評価

キャリア教育を通じて、早期から
進路指導をスタートさせる。ま
た、奈良大学との連携を深め、
進路選択の材料を与える。

様々な取り組みの中で、生徒の進学意識を高めさせる。まず
は興味関心を広め、深めていく中で進路目標を定めさせる。
読解力、判断力、表現力をつけさせるようなHR活動を展開
する。各コースの進路に応じた進学講習を実施する。さらに、
学年間で情報を共有し、生徒へ還元していく。

生徒の人権感覚を育み、豊か
な人間性を身につけさせ、自己
肯定感を高めさせる。

様々な指導を通して教員と生徒との信頼関係を深めていく。
また、ICTを活用することで、放課後生徒と関わる時間を増や
し、交流を深め、信頼を深めていく。

目標以上のことを行うことがで
きた。
しかし、入試においては、シニア
スタッフ（北岡先生）が抜けられ
たことにより、負担が増えた。

B

評価項目

B

進路指導

人権教育

学校行事としての二者面談は丁寧
に実施できたが、学期ごとにはでき
ていなかった。しかし、成績不振や
学校生活に不安を抱える生徒など
の二者面談は随時実施されてい
た。各コースとも担任と係との連携
が強く、一丸となって生徒理解に
努めてることができていた。

C

B

【項目ごとの評価】学校自己評価　　A : 達成できている　　B : 概ね達成できている　　C : 少し課題を残している　　D : 課題を残している

第１学年

今年度は新たにLGBTQに関する
人権教育も実施できたので、例年
以上に人権について考える機会が
多かったように思う。これを継続さ
せていきたい。

情報部

各行事における
準備・進行

生徒指導

学校行事のみならずコース・学
年・クラス等における行事及び
授業などに必要な機器の準備
（ＩＣＴ機器等）に対応する。
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部　名 成果と課題

【項目ごとの評価】学校自己評価　　A : 達成できている　　B : 概ね達成できている　　C : 少し課題を残している　　D : 課題を残している

奈良大学への意識を持たすことはでき
なかった。しかしながら、自主的に進路
について考える力はついてきた。

C

C

・Classi等の活用により、情報を迅速に共有し、業務を円滑に
進める。
・学年主任会を月一度実施し、各行事を含め次年度への改
善につなげる。

B

評価

C

自主自立や個性を発揮する生徒の育
成は、担任団の個性を生かしながら概
ねできているように感じる。

・入試制度の変更に対応すべく、進路指導部とも連携して教
員研修の機会を持つ。
・ICT活用教育を積極的に推進し、生徒が自発的意欲的に
進路決定に取り組む意識づけを行う。
・奈良大学の利用や、ガイダンスへの参加のほか、オープン
キャンパス等に生徒だけではなく教員も参加する。
・各コース、進路に応じた進学講習や小論文講習を実施す
る。

B

C

　奈良大学との連携を深めるた
めに、生徒向けガイダンスへの
参加も含め、教員が奈良大学
の魅力を知る機会を増やす。

C

・研修旅行の実施も見すえ、授業を軸とした学校生活をとお
して規律を守り、かつ主体的に学ぶ姿勢を身につけさせる。
・教師自身が目標を持ち、生徒たちのロールモデルとなるよ
う、毎日生き生きとした職業生活を送る。そのために各種研
修に積極的に参加し、自身の知識技術向上に努める。

　社会に生きる一人としての自
覚をもたせる。

　自主自律の精神をもつ生徒を
育成する。

　学校行事や特別活動も含め、
日々の学校生活を円滑に運営
していくため、各関係各部と連
携を密にし、学年業務を運営す
る。

B
生徒指導

学年運営

　学年団だけではなく、各教科
を通じて、一人ひとりに配慮した
きめ細やかな指導を実践する。

B

C

C

C

具体的目標

生徒の人権感覚を育み、豊か
な人間性を身につけさせる。

　キャリア教育を通じて、早期か
らそれぞれの生徒に応じた進路
指導をきめ細かく行う。

C

C

第２学年

コロナ禍にあってHR計画も変更が多く、
計画通り進めることができなかった。そ
のため、人権に関するHRも予定してい
た回数をじっしできなかった。

・校内一斉人権ＨＲを実施する。
・自己を認め、他者を理解するためのHRを毎学期に1度は実
施する。
・人権教育は日常的であるべきこと。生徒と触れ合うだけでな
く、教師間同士でも高め合う。
・研修旅行の事前学習として、オーストラリアを題材に、先住
民や文化歴史に関する研修等を実施する。

具体的方策（評価の指標）

ICTの活用は積極的にできているとは思
わない。また、学年主任会も予定して
いた回数を実施できなかった。

評価項目

　優秀な生徒を奈良大学へ進
学させるとともに、同大学への
進学者数も増やす。

人権教育

　引継ぎも含め、他学年との連
携を強める。

進路指導
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A

　キャリア教育を通じて、早期か
らそれぞれの生徒に応じた進路
指導をきめ細かく行う。

【項目ごとの評価】学校自己評価　　A : 達成できている　　B : 概ね達成できている　　C : 少し課題を残している　　D : 課題を残している

第３学年 B

B

　優秀な生徒を奈良大学へ進
学させるとともに、同大学への
進学者数の増加を図る。

　ガイダンスや高大接続会議等
を通じて奈良大学との連携を深
め、教員も奈良大学の魅力を
知る機会を増やす。

　社会に生きる一人としての自
覚をもたせる。

　自主自律の精神をもつ生徒の
育成をする。

コロナ禍が入試に与えた影響は
大きい。高大接続や進路に関
るイベントの延期や中止が繰り
返され虚無感を抱いた生徒も
多数いる。ICTの活用や、総括
の共有が本当に大切である。
入試に関しては一般入試で合
格数をしっかりと伸ばしてくれた
生徒も多数いた。

B

　ジェネリックスキル（社会人基礎力）を身につけさせるべく朝
学習や日々の授業を通じて規律を守り、かつ主体的に学ぶ
姿勢を醸成する。校歌指導等により、自尊感情を高め、本校
生としての誇りと自覚を持たせる。学校生活において生徒だ
けでなく、教員も明るい挨拶を心がける。
　欠席・遅刻者数は前年比３割減を目指す。

Classiの活用により、情報を迅速に共有し、業務を円滑に進
める。月に1度の学年主任会を実施し、各行事を含め次年度
への改善につなげる。

A

B

B

　生徒の人権感覚を育み、豊か
な人間性を身につけさせる。

具体的目標 具体的方策（評価の指標） 評価評価項目

学年運営

　学年においては、一人ひとりに
配慮したきめ細やかな指導を実
践する。

　行事や特別活動も含め、日々
の学校運営を円滑に進めるた
め、各関係各部と連携を密に
し、学年業務を運営する。

　引継ぎも含め、他学年との連
携を強める。

校内一斉人権ＨＲを実施する。
近畿統一用紙の意義を通じて、進路と人権を考える。
ネットリテラシーに触れ、知識基盤社会を生き抜く人材を育
成する。人権教育は日常的に行うものである。生徒だけでは
なく、教師間でも人権感覚を高めあう。

ICT活用教育を積極的に推進し、生徒が自発的意欲的に取
り組む意識づけを行う。奈良大学ガイダンス、オープンキャン
パスなどに生徒だけではなく教員も参加する。各コース、進路
に応じた進学講習、小論文講習や、TOEIC講習を実施する。
キャリア教育は日常的であり、生徒と触れ合う時だけでなく、
教師間同士でも高めあう。

目標合格人数
奈良大学：６０名
国公立大：８名
関関同立・産近甲龍：８０名

進路実現と卒業にむけて、教
員と生徒が同じ方向を向いて
進んでいけたと思うが、「一枚
岩」とはまだ言えない。教員の
一致団結がもっと必要である。

コロナ禍に振り回された学年で
あるが、卒業と夢の実現にむけ
てしっかりと向き合えたと思う。
総括やの共有や、他学年への
引継ぎ強化に今後も取り組んで

いきたい。

B

多様化する入試に生徒の夢の
実現にむけて、面接指導等で
対応する中で人権の大切さに
生徒とともに気付いた。今後も
しっかりと日常の中で生徒ととも
に人権の大切さを育んでいきた
い。

B

C

C

C

B

B

B

人権教育

進路指導

生徒指導
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B

A

B

B

B 家庭学習の定着はなかなかはかれて
いない。基礎学力が身についていない
生徒を伸ばすことの難しさを感じた。

標準コース

細かい部分までの指導に力を入れるこ
とができている。授業への取り組み方も
真面目に取り組む生徒が増え、勉強を
頑張ろうとする姿勢が見られた。複数
の教員で協力した指導ができた。

進路指導

評価項目

生徒指導

学習指導

進路指導

A

②個別指導を充実させ、生徒の適性や学力に応じて指導す
る。

生徒個人はもちろん集団としても様々
な特徴が見られ、それぞれの特性に応
じた指導は常に意識されていた。生徒・
家庭・学校・地域が一体となった生徒
理解・指導がより必要とされるなか、家
庭と本校の連携は特によくとれていると
感じる。また、生徒の規範意識や他者
理解・思いやりの心は３年間で確実に
養われている。ただ、進路変更した生
徒は今年度も数名おり、その絶無は難
しい課題であると感じた。

進路指導について、自分自身で積極
的に動くように指導しているものの、定
着はまだまだはかれていない。ただ、総
合的な探求や総合の授業などでは、進
路指導と連動した指導や工夫ができ
た。

②進学講習や小論文講習、各種検定試験に取り組む生徒
を増やし、入学試験でアドバンテージを持てる生徒を増やす。

①大学ガイダンスやホームルーム活動、総合的な学習・探
究の時間を通じて進学への意識を高め、早期に進路目標を
持つための指導を行う。

①授業を大切にする意識を醸成し、小テストや演習を通じて
理解を深め、運用能力を養う。

【項目ごとの評価】学校自己評価　　A : 達成できている　　B : 概ね達成できている　　C : 少し課題を残している　　D : 課題を残している

B

B
学習指導

③生徒の適性・学力・志望に応じた個別指導を行う。

A

基礎学力の充実と学力の向上
を図る。

③模擬試験への準備や復習に積極的に取り組む意識を持
たせ、学力定着に努める。

文理コース

生徒理解・指導

生徒の多様性に応じた指導を
実践する。教師陣と保護者が
連携するなか、生徒の規範意
識を確立し、他者理解や思いや
りの心を育てる。

自ら能動的に動き、明確な進路目標を
持ち、最新の情報を取り入れ忍耐強く
努力した生徒は第一志望を勝ち取って
いる。小論文講習等に積極的に参加
する生徒は増えており、教師側の働き
かけで生徒の取り組みは一定量改善で
きるが、最終的には本人の本気度によ
るもであった。

進学実績の向上、生徒の適性
に応じた進路実現をめざす。

B

ほぼ全てのクラスで授業を集中して受
けることができていた。小テスト等も学
年の進度に応じて最大限実施されてい
ると思う。進学講習や検定に取り組む
生徒が一定数いるが、目に見えて結果
に表れることは難しく、生徒の能力を伸
ばすにはより力を入れた取り組みにし、
また生徒の自立と奮起を促す必要があ
ると思う。

B

B

A

B

②進学講習や英検講習、その他検定・講習に取り組む生徒
を増やす。目標を持ち、スモールステップを経て自学自習の
質を高められるよう指導する。

評価

①日常的な声かけはもちろん、必要に応じて２，３者面談や
家庭訪問を積極的に行い、生徒理解と保護者との協力体制
構築に努める。進路変更者の絶無に向けて取り組む。

A

B

B

③TPOでの適切な言動を指導する。また、清掃活動や防犯
教育等を積極的に利用する。

②関係教諭や生徒指導部、必要に応じて養護教諭、スクー
ルカウンセラーとも連携を密にし、教育相談会等を通じて心
身に問題を抱える生徒への支援に取り組む。

B

①オンラインを活用した大学調べ、企業調べをを促す。そし
て、早い段階で行うように指導する。

B

①生徒は常に不安を抱えているものと考えて、日常生活にお
いての声かけを行う。二者・三者面談などの場を積極的に活
用する。

B

A

B

B

②担任だけではなく、複数の教員で適材適所で関わっていく
ことで生徒を囲いながら指導していく。

生徒のニーズに合わせた進路
指導を心掛ける。

家庭学習を積極的に促す。基
礎学力の定着と向上を図る。

①再び休校になった際、家庭における学習と授業内容が連
動するように、授業の工夫を心掛ける。

②ＩＣＴ教育の積極的な導入はもちろんのこと、理解不十分の
生徒に対しては、個別指導などを行う。

具体的目標 具体的方策（評価の指標）

体と心の健康管理の徹底。授
業を大切にする姿勢を身に付け
させる。
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B

C

【項目ごとの評価】学校自己評価　　A : 達成できている　　B : 概ね達成できている　　C : 少し課題を残している　　D : 課題を残している

④外国人講師を招いて、研修旅行を想定した英会話授業を
実施する。

B

B

授業中心とした学習指導の中に、小テ
ストを積極的に行い知識の定着を図っ
た。朝学習では英単語テストをほぼ毎
日行うことができた。家庭学習について
は、習慣をなかなか確立することができ
なかった。さらなる指導の工夫が必要
である。

B

C

A

B

教科担当者会議などで、生徒の進路
志望を共有し、各教科で授業の工夫を
してもらった。期末考査後にはコース集
会を開き、学期の反省と今後の展望を
抱かせるような話をし、モチベーション
の維持を図った。ICTに関しては、classi
などを使って模試の目標点を入れさせ
ることなどに留まった。

コース会議でのクラス間の情報共有、
教科担当者会議での情報の発信を行
い、生徒指導に活かせた。

昨年度は実施できなかった。
その代わりに、学校紹介のプレゼンを英
語で作り、その動画をお互いに送り合っ
て親交を深めた。

BB

B

特進コース

学習指導

　勉強する意義をしっかり伝え
ながら、何のために勉強するの
かを考えさせる。
　授業を大切にし、自学自習で
の復習を徹底することで、、基
礎学力の定着を図り、受験に対
応できる応用力の向上に努め
る。

①朝学習・授業・ＮＦ実践（自学自習）・進学講習等を通し
て、勉強の意義・姿勢・方法等を指導し、効率的に学力を伸
ばす学習習慣の定着を図る。

②小テストを多く行い、家庭学習の習慣をつけるとともに、学
習内容の定着確認を行う。

③生徒の到達度に応じて、使用教材を工夫する。

B

評価

B

C

評価項目 具体的目標

進学指導

具体的方策（評価の指標）

　生徒一人ひとりの夢の実現に
向けて尽力し、進学実績の向
上を図る。

＊合格目標
　　　　　:国公立大学８名
　　　　　：関関同立１０名
＊英語検定
　　　　　：全員２級合格

④コース集会を学期に一度行い、受験勉強に対するモチ
ベーションのアップを図る。

⑤ICTを十分に活用して大学調べをさせ、「自分で道を切り開
く」という感覚を大切にさせる。

生徒指導
　配慮の必要な生徒に対して、
養護教諭・カウンセラーとも連携
しながらサポートする。

　コース会議・教科担当者会議を随時開いて情報交換する
ことによって、教員間で共通理解・共通認識を持つように努
める。

国際交流
　オーストラリア語学研修旅行を
充実させることにより、グローバ
ルな人材の育成をめざす。

①研修旅行の事前指導として、グループでの研究・発表を通
してオーストラリアについて主体的に学び、情報を共有する。

②研修旅行委員を中心に、「キャンベラ・奈良キャンドルフェ
スティバル」での発表内容を検討し、パフォーマンスの練習を
行う。

③交流先であるキャンベラの学校が来校した際、積極的に
交流活動を行う。

⑤研修旅行の事後指導として、各自設定したテーマに基づく
「レポート集」を作成する。

③クラス編成のあり方を再考し、生徒の力を伸ばすためにで
きるだけ効率のよい方策を考え、実施する。

④定期考査や模試を十分に活用し、実践力を養う。

①コース会議・教科担当者会議を通じて、個々の生徒に関
する情報を共有し、日々の教育活動に活かす。

②生徒の学力・志望に応じて個別指導を行う。


